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がん専門相談員ＷＧ発足の経緯
・Ｈ18年 熊本県がん診療協議会発足

・Ｈ21年 相談支援・情報連携部会スタート

部会のメンバーとして数名の相談員が参加

実務者の意見が必要⇒不定期で各拠点病院の相談員同士の

話し合いを開始

・Ｈ23年 拠点病院相談員３名が相談員指導者研修に参加した

研修計画・実施と共に各拠点病院の情報交換が必要

・Ｈ24年 がん専門相談員ＷＧ発足（ＷＧ長 境先生）

４回/年の部会開催予定の１ヶ月前にＷＧ開催する



熊本県がん相談員研修会
相談員の実情を知るアンケート実施
⇒相談員が相談支援の基礎となる相談プロセスを学ぶ機会がないまま

相談業務を行っていた

・Ｈ24年６月２日（土） Ｈ２４年第１回がん相談員研修会

がん相談のプロセスを学ぶ（講義＋グループワーク）
対象：拠点病院のがん相談支援部門の実務者
参加人数：４８名

・Ｈ25年６月１日（土） Ｈ２５年第１回がん相談員研修会

相談員の役割理解と相談支援のプロセスを学ぶ（講義＋グループワーク）
対象：拠点病院のがん相談支援部門の実務者
参加人数：２５名



熊本県がん相談員研修会
Ｈ25年１１月１６日(土） 第２回がん相談員研修会

①熊本市の相談支援の取り組み・サバイバーの視点を学ぶ（講義）
熊本市保健所医療政策課担当者
がん相談ホットライン相談員
がんサロンネットワーク熊本代表理事

②相談支援センターの広報の在り方を見直す（グループワーク）

③熊本県がん対策推進計画、がん対策アクションプランを学ぶ（講義）

熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課担当者

④相談支援センターの現状と課題を学ぶ（グループワーク）

⑤県内の相談員同士の仲間づくりをする：懇親会
対象：県内の拠点病院でがん相談実務に携わる者
参加人数：２９名



おグループワーク中



熊本県がん診療連携拠点病院

くまもと森都総合病院

熊本総合病院



熊本県内のがん相談員の現状
兼務状況 基礎研修受講状況

化学療法室

緩和ケア

チーム
病棟

外来

退院支援

部門
その他

コンシェルジュ

医事

地域連携室

N=84

緩和ケアﾁｰﾑ
１５％

外来 １３％

病棟 １７％

退院支援部門
４１％

多職種で様々な役割を兼務している。

未受講

基礎１

基礎２

基礎３

基礎２

30 ％

基礎３

４０％

未受講
２５％

基礎１ ６％



熊本県内のがん相談員の現状
熊本県相談員研修の受講状況

未受講
33％

H25年度第1回
[H25.6開催]32％

H24年度第１回
[H24.6開催] 35％

第２回
九州ブロックフォーラム
受講予定者 23％

第１回
九州ブロックフォーラム
受講者 19％

未受講
58％

九州ブロック地域相談支援フォーラム
受講状況



Ｈ26年度がん相談員研修(案）

・相談員の現状は前回アンケート時と変わらず研修を継続
する必要がある

・相談員研修で相談員同士の交流の場ができた

・熊本県は「私のカルテ」を使い拠点病院と地域の病院で連
携を進めているがこれまでの相談員研修は拠点病院の
相談員を対象としており２次医療圏のがん連携病院の相
談員との交流の場がない

⇒Ｈ26年６月開催予定

対象：拠点病院相談員＋２次医療圏の連携病院の相談員

内容：２次医療圏連携病院相談員へのアンケートにて検討



熊本県の特色ある検査・治療・活動
・がんサロンネットワーク熊本

県内のがんサロンの開設支援や運営に関する活動を行い各サロンをつなぐ

（現在２６か所）

・ピアカウンセリング

熊本赤十字病院：水・金 １３：００～１５：３０

がんサロンネットワークでピアサポーター研修修了から選任された者

・リンパ浮腫外来

熊本労災病院：毎日予約制

医師の診療とリンパ浮腫指導技能者の資格を有する看護師

人吉総合病院：水・木

医師の診療とリンパ浮腫指導技能者の資格を有する看護師



熊本県の特色ある検査・治療・活動

・遺伝子診断

熊本大学病院：乳腺外科・婦人科

問い合わせ先「がん相談支援センター」


